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2 千葉大学校友会報

千葉大学は、昭和24年に新制国立

大学として誕生して今年で67年目を迎

えています。その間、平成16年には法

人化という大きな機構改革がありまし

た。国立大学法人となってからは、６年

周期で法人独自の中期目標・中期計画

を立て、その実施状況などに関して毎

年文部科学省の評価を受けています。

このような運営体制の変化の中で、近

年の急速な少子高齢化と国の長期的

財政難により、国からの運営費交付金

が継続的に減額されています。そのた

め全国の国立大学は、機能強化に向け

た組織改革が不可欠の状況となってい

ます。さらに、今年度から機能強化の方

向性に沿って国立大学８6校を３つの群

（①地域活性化・特定分野重点支援；

５５大学、②特定分野重点支援；１５大

学、③全学的な分野重点支援；１６大

学）に分けて運営費交付金の減額幅に

違いを持たせることになりました。

千葉大学は、旧帝大７校を含む第三

群（③全学的な分野重点支援）に入り

ました。この第三群の大学には、運営費

交付金の大幅な減額をカバーするため
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中根 正義

千葉大学学長

に競争的外部資金の獲得が強く求めら

れています。そのために千葉大学では、

外部資金獲得の基となる研究力を高め

るため、グローバルプロミネント（ＧＰ）

研究基幹を設置して研究支援体制を強

化しています。そしてトップダウン型の

戦略的重点研究（６課題）や部局提案

型のリーディング研究（８課題）を選定

し、それらの課題の中から更にＧＰ研究

部門となる研究課題を選別して、強力

に支援していく予定です。また、イノベ

ーション創出に向けた研究の新展開と

外部資金の獲得に向けて、海外の大学

や企業との連携を強化しています。

スーパーグローバル大学に指定され

ている千葉大学では、教育面において

もグローバル化を強力に推進していま

す。世界水準のグローバル人材育成を

目的として、４１年ぶりに学部の新設を

おこない、国際教養学部を開講しまし

た。この新学部では、海外留学を必修

化するとともに、文理混合の教育課程

の中から学生自身が専門分野を決め

ていくという教育方式を導入していま

す。また、アカデミック・リンクなどの主

体的に学べる学修環境を整備してきま

した。さらにＳＥＥＤＳ基金や学長裁量

経費などにより、学生たちの海外留学

を積極的に支援しています。そのため

海外派遣学生数では、国立大学の中で

４年連続１位となっております。また、

入試改革や広報活動の強化により、今

年度の学部入試志願者数は国立大学

で１位となりました。

千葉大学では、厳しい財政状況のな

かでも全教職員一丸となって機能強

化に向けた組織改革を積極的に行っ

ております。そして、最大の支援組織で

ある校友会の皆様の暖かいご支援が、

教職員一同の何よりの励みとなってい

ます。研究活動を通しての社会貢献と

次世代を拓く国際的な人材を育成する

ことにより、世界に輝く千葉大学とな

ることを目指して頑張っておりますの

で、千葉大学校友会の皆さまには引き

続きご指導ご鞭撻を、よろしくお願い申

し上げます。
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第6回日本学術振興会　　　
育志賞を受賞

千 葉 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 人 工シ

ステム科学専攻博士後期課程2年の

平 山 竜 士さん（研 究テーマ「 光 制 御

で超高精細・高解像度を実現するボ

リュームディスプレイの創 出」）が第

6回日本学術振興会育志賞を受賞し

ました。同賞は若手研究者を支援す

るた め、天 皇 陛 下 から即 位２０年 に

あたり贈られた御下賜金をもとに創

設されたものです。この度、平山さん

は国内から推薦された候補者150名

のうちの18名に選出され、千葉大学

からは昨年度に引き続き2人目の受

賞となります。

左から伊藤教授、平山さん、松元理事

千葉大学のコミュニケーション
マークを一新

千葉大学は、2016年4月、世界最高水

準の教育研究を行う大学として改革を

進めていく意思を象徴する、新たなコミ

ュニケーションマークを施行しました。

大学カラーのガーネットを基調とし、学

生、教員及び職員間のコミュニケーショ

ンや、これまで蓄積してきた知識と新し

い研究間のコミュニケーションを原動

力としています。本学のビジョンである

「Global, Research, Innovation, Brand-

ing, Synergy」の実現を目指します。

新しいコミュニケーションマーク（上）と、
コンセプトのイメージ（下）

千葉大学環境ISO学生委員
会が「第25回地球環境大賞」
の「文部科学大臣賞」を受賞

NPO法人千葉大学環境ISO学生委員

会は、温暖化の防止や環境保全活動に

積極的に取り組む企業や団体を表彰す

る「第25回地球環境大賞」において「文

部科学大臣賞」を受賞しました。4月18

日に明治記念館で開かれた授賞式に

は、秋篠宮ご夫妻ご臨席のもと、徳久学

長、環境管理責任者の倉阪秀史教授と

ともに17人の学生が出席し、代表して、

石口純輝さん（法政経学部3年）が表彰

状とトロフィーを受け取りました。

授賞式に出席した倉阪教授（左端）と環境ISO学生
委員会のメンバー

4 千葉大学校友会報
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当番大学 競技種目
成績

優勝 準優勝 第３位

山梨大学

テニス
男 筑波大学 千葉大学 山梨大学
女 筑波大学 群馬大学 茨城大学

バスケットボール
男 新潟大学 群馬大学 埼玉大学
女 新潟大学 信州大学 宇都宮大学

剣道
男 埼玉大学 茨城大学 千葉大学
女 新潟大学 茨城大学 埼玉大学

卓球
男 新潟大学 茨城大学

群馬大学
筑波大学

女 新潟大学 筑波大学
横浜市立大学
千葉大学

都留文科
大学

陸上競技
男 茨城大学 横浜国立大学 千葉大学
女 横浜国立大学 筑波大学 茨城大学

バレーボール
男 宇都宮大学 山梨大学 新潟大学
女 宇都宮大学 都留文科大学 筑波大学

埼玉大学

硬式野球 横浜国立大学 筑波大学
新潟大学
横浜市立大学

サッカー 埼玉大学 新潟大学
千葉大学
筑波大学

ソフトテニス
男 信州大学 茨城大学 筑波大学
女 筑波大学 宇都宮大学 都留文科大学

水泳
男 筑波大学 千葉大学 横浜市立大学
女 千葉大学 筑波大学 新潟大学

体操
男 筑波大学 新潟大学 信州大学
女 山梨大学 筑波大学 茨城大学

柔道 男 埼玉大学 筑波大学
山梨大学
信州大学

群馬大学

準硬式野球 埼玉大学 山梨大学
筑波大学
宇都宮大学

ラグビー
A 茨城大学 新潟大学 群馬大学
B

弓道
男 信州大学 筑波大学 埼玉大学
女 埼玉大学 筑波大学 新潟大学

バドミントン
男 茨城大学 千葉大学 宇都宮大学
女 筑波大学 群馬大学 横浜市立大学

空手道
防具 実施せず
自由 群馬大学 山梨大学 千葉大学

競技種目別成績上位大学一覧(団体戦）

第65回関東甲信越大学体育大会協定等に基づく日本人学生留
学者数、4年連続国立大学
1位を獲得

日本学生支援機構が3月に公表した、

「平成26年度協定等に基づく日本人

学生留学状況調査」によると、千葉大学

の海外留学者数596人は、国立大学の

中で4年連続第１位となりました。スー

パーグローバル大学創成支援事業に

も選定されている本学では、将来グロ

ーバル人材として活躍できるよう、様々

な留学プログラムを用意して学生を応

援しています。

スキップワイズ短期留学プログラム（BOOT）
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29年度設置・改組について

自然科学の基礎の上に、多様な文化・

価値観、社会について理解し、人類社会

の幸福と持続的な発展を追求するため

に必要な幅広い学識、工学的専門性、

問題解決能力を有する高度専門職業

人、社会を支える知的教養人を育成す

るため、工学部を改組します。

人文科学（普遍的要素）と社会科学（汎

用的要素）を融合させ、専門性と創造

性を有し、新たな社会の課題を解決す

る「次世代型グローバル人材」を育成

するため、人文社会科学研究科を改組

し、人文公共学府を設置します。

・博士前期課程

・博士後期課程

自然科学の基盤となる理学分野及び

人類社会の課題解決を目指す工学分

野において、両者を俯瞰し協奏を誘起

できる幅広い学識と深い専門性、問題

化帰結能力を有する高度専門人材ある

いは先導的・指導的研究者を養成する

ため、理学研究科、工学研究科及び融

合科学研究科を改組し、融合理工学府

を設置します。

※平成28年7月現在、届出設置書類提出中のため、変更となる場合があります。

工学部 人文社会科学研究科 理学研究科、工学研究科
及び融合科学研究科
（融合理工学府の設置）

（人文公共学府の設置）

6 千葉大学校友会報
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国際教養学部について
　４月４日、新設の国際教養学部で看板

上掲式が開催されました。

　国際教養学部は、平成28年度に設置

された千葉大学10番目の学部で、千葉

大学としては実に41年ぶりの新設学部

です。設置に先んじて今年２月に行われ

た入学試験には、入学定員90名に対し

て、入試倍率4.1倍にあたる369名が志

願しました。この入試を突破した90名の

新入生と、46名の教員および新たに配置

された学務系専門職（ＳＵＬＡ）２名を含

む職員体制で、４月１日、国際教養学部は

スタートを切りました。

看板上掲式では、国際教養学部の看板

を掲げる小澤学部長に並んで、徳久学

長が「国際教養学部の発足」を高らかに

宣言した後、二人の周りに第一期生と

新たに同学部に就任した教員が集合

し、笑顔で記念写真に納まりました。

その後、西千葉キャンパス総合校舎１

号館の玄関に国際教養学部の看板が

設置されました。

国際教養学部の目的
　国際教養学部は千葉大学で最も新

しい学部であり、国立大学で初めての

国際教養学部です。千葉大学のグロー

バル化を進めるパイロット学部として

位置づけられ、グローバル時代の教養

教育を推進します。

　国際教養学部は、「つねに、より高き

ものをめざして」という千葉大学の基

本理念に基づき、既存の学問分野単独

では対応が困難な地球規模で生起す

る複雑な問題群の解決に寄与すべく、

グローバル社会・現代日本・地域という

複合的視点から国際理解と日本理解

の双方を備えた上で、俯瞰的視野、多

元的な視点でものごとを考え、日本独

自の視点から課題を発見・解決し、当該

解決策を世界へ発信することができる

人材の育成を目的としています。

国際教養学部
グローバル人材を育成する



8 千葉大学校友会報

国際教養学部の概要
　国際教養学部は、「国際」「日本」「科

学」の混合（ブレンド）によって、新たな

価値を創造するために、特定の学問分

野の中で専門性を高める既存の学部

とは異なり、人文社会科学・自然科学・

生命科学の学問分野を混合しながら、

その中で課題を発見し、さらにその課

題を実践的に解決する過程を通じて、

専門性を高めていくことを特徴として

います。

　そして、目的とする人材の育成を実

現するために、特定の専門領域に限定

しない文理混合教育により俯瞰力を修

得し、この俯瞰力を基礎として、グロー

バルな世界を舞台にした社会的学び

や主体的学びを中心とした新たな教

育手法をとります。これにより、

❶ 日本および世界を分析する力

❷ 日本および世界において
　 解決すべき課題を発見する力

❸ 課題解決に必要な知識を
　 多くの学問分野から自ら選択する力

❹ 知識と方法を課題解決に向けて
　 横断的に統合する力

❺ 卒業研究や卒業論文を通じた
　 課題を解決する力

❻ 国際理解と高度な英語運用能力に
　 基づき解決策を世界に向けて発信
　 する力

といった能力を段階的に修得していきます。 　国際教養学部では、学問分野の境界

を越えた知識や手法で国際社会に生起

する課題の解決を目指します。学生は

ひとりひとりが設定した課題に応じて、

その解決に必要な科目をジャンルを問

わず履修します。どのような科目を履修

するか、課題解決に必要な活動体験や

海外留学をいつどのように行うか、教

員やＳＵＬＡ（Super University Learn-

ing Administrator）と呼ばれるスタッフ

が相談にのりながら、学生個々のニー

ズに合わせて「テーラーメイド教育」を

行います。

　従来の国際教養教育は文系が主流

でしたが、現代社会の複雑な課題の解

決には科学的な視点が欠かせません。

そこで、国際教養学部では、文理混合

教育を実践します。これは、人文社会科

学、自然科学、生命科学をカバーする総

合大学である千葉大学だからこその強

みと言えます。また、課題解決型教育と

して、従来からの発想を転換し、最初か

ら決められた学問分野を出発点とする

のではなく、課題認識からスタートし、

その解決のための知識を選択・統合し、

解決能力を育む教育を実践します。

文理混合による
課題解決型教育

テーラーメイド教育と
ＳＵＬＡによる学修支援1 2
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　千葉大学では、アカデミック・リンク・

センターやイングリッシュ・ハウスなど、

学生が主体的に学べる場所が用意さ

れています。また、双方向型授業設備

を積極的に導入するとともに、大学院

生による学習支援制度も運用されてお

り、大学全体として学生の主体的な学

びをサポートする環境が整っています。

これらを基盤として、国際教養学部に

おいてはアクティブラーニングを積極的

に展開していきます。

アクティブラーニング3
　フィールドワーク、インターンシップ、

ボランティアなど、国際教養学部はグ

ローバルな世界と地域の双方を舞台に

した活動体験を重視し、「現場で学ぶ・

現場を学ぶ」を学修理念の中心に据え

ています。このような学修を通して、理

論だけでなく実体験を通じた知識の活

用と課題解決能力を育成します。また、

これらの活動体験は事前学習・事後学

習を通じて体系的な科目として構成さ

れ、体験によって得た学びを個々のも

のとしてとどめるのではなく、普遍的な

課題として考えることのできる能力を

育てていきます。

ソーシャルラーニング4
　異文化との接触、国際的な学生間の

協働を通じた国際理解と日本理解の

育成を目的に、国際教養学部では卒業

までに最低１回の留学を行うことを必

須にしています（留学の時期や回数は

課題解決の道筋に合わせて学生自ら

決定）。千葉大学は、留学にも柔軟に対

応可能な新たな学事暦として、ターム

制（１年を６タームに分割）を平成28年

度から導入しました。このターム制を活

用し、難易度・目的・期間別に体系的に

整理された多様な留学プログラムを提

供します。

海外留学5

国際教養学部は新しい学部です。歴史はありませんが、未来があります。

国際教養学部では、学生と教職員が力を合わせて、これから新しい価値や

文化を創造していくことができるよう、取り組んでまいります。
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　体育会硬式野球部は3年生13名、

2年生12名、1年生6名、マネージャー5

名の計36名で週4～5日野球場にて練

習を行っています。メニューの考案、練

習試合の申し込み、部費の使い方な

ど、全て自分たちで管理している。その

ため一人ひとりが責任・自覚を持って

行動しています。

公式戦については4～5月に春季リー

グ戦、8月に関東甲信越大会、9～10月

に秋季リーグ戦があります。現在千葉

大学は千葉県大学野球連盟の3部に所

属しています。現在の3年生までが2部

を経験しています。2部昇格を目指して

日々の練習に励んでおります。

2年前の冬にネット改修工事を行って

頂いたお陰で安全に練習に取り組めて

います。OB・OGの皆様には様々なご支

援、ご声援を頂き感謝しております。

野球というスポーツの楽しさを味わ

って頂きたいので、是非球場にお越し

下さい。

硬式野球部

オリエンテーリングとは、地図とコン

パス、そして己の肉体のみを使って野山

を駆けるナビゲーションスポーツです。

要求されるのは高度な読図能力と、野

山をものともせず走るタフネスさ。まさ

に、「知」と「体」両方が要求される究極

のスポーツと言えるでしょう。

今年度は2名の女子部員がU20日本

代表に選出され、世界を舞台にして戦

って参りました。彼女たちを中心に、全

日本学生選手権での表彰台を狙い日

々邁進しておりますので、応援のほど、

よろしくお願いいたします。

体育会オリエンテー
リング部
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こんにちは、Chiba.Robot.Studio.

　　 です。私たちは大学祭でロボコン、

通称「千葉ロボ」を開催しています。千葉

ロボではサークル員1人が1台以上ロボッ

トを作り、ルール決めから運営の進行を

1年かけて準備します。格好良いものから

可愛いもの、大きいものから小さいもの

まで、制作者のオリジナリティ溢れるロボ

ットが多数出場します。昨年は800人を超

える来場者があり、大きな盛り上がりを

見せていました。

またCRSは千葉ロボの他にも外部ロボ

コン、川崎ロボット競技大会とNHKロボ

コンに参加しています。ここではチームを

組んで協力しながら大型のロボットを作

っています。今年はNHKロボコンの本選

に２年ぶり３回目の出場を果たしました。

OB・OGの皆様のご支援のお陰で毎年

滞りなく活動が出来ています。この場を借

りてお礼申し上げます。夢と希望が詰まっ

たロボットを制作して参りますので今後

ともよろしくお願いいたします。千葉ロボ

の会場でお待ちしています！

（CRS）

Chiba.Robot.
Studio

私たちESSの名前はご存知でしょうか？ 

名前を知っている人でも具体的にどんな

活動をしているか知っている人はとても

少ないのではないでしょうか。この部活

動・サークル紹介ではそんな謎に包まれ

たESSについて紹介したいと思います。

ESSとは“English Speaking Society”の

略で、英語を使って何をするかに重点をお

いたサークルです。千葉大に限られたサー

クルではなく全国に広がっており、様々な大

会で他大学との関わりが持てるのも一つの

特徴でしょう。

そんな千葉大学ESSは70年近く続い

ている伝統あるサークルで、主にディス

カッション、スピーチ、ディベート、ドラマ

の四つのセクションに分かれます。活動

内容も各セクションバラバラで、そこに

集まるのもとても多様で個性的な人達

ばかりです。

ではサークル仲もバラバラかという

とそんなことはありません。BBQ、合宿、

大学祭など大きなイベントはサークル

全体で盛り上がります。各々では大会

や発表の場を目指し、まじめな活動を

する反面、サークル全体では楽しいこと

を全力で楽しむ。ESSはそんなメリハリ

のあるサークルです。

E.S.S

部
活
動
・

サ
ー
ク
ル
紹
介
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　かれこれ４０年近く前のことである。

小中学校時代に出逢った教師に憧れ

た私は、将来の夢として、「教師になり

たい」と思うようになっていた。

　中学を卒業をした直後のことだ。恩

師の一人が自宅に電話をかけてきた。

「お前、新聞記者になれ。分かったか」

　ただ、それだけ。口調から、少し酒が

入っていたような気もする。社会人にな

って再会し、この話をすると、「そんなこ

とを話したか？　覚えていないなあ」。

　拍子抜けというか、狐につままれた

というか……。「新聞記者になれ」とい

う一言が私の生き方を変えることにな

るのだが、それは後ほど触れる。

　大学受験では、千葉大学教育学部を

目指した。校内暴力が問題になり、学

園ドラマ「金八先生」が話題になった頃

のことである。

「教師になるなら教育学、中でも生活

指導や教育社会学などを学びたい」と

中根　正義

１９６３年、岐阜県生まれ。千葉県立国府台高校卒。

８３年、千葉大学教育学部に入学。

８７年、毎日新聞社入社。

仙台、静岡両支局、サンデー毎日編集部などを経て、２０

１５年から「教育と新聞」推進本部 大学センター長。

なか  ね　　　まさよし
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思った。ひょんなきっかけで、当時、教育

学部の教授をされていた城丸章夫先生

に相談させていただく機会があった。

「是非、千葉大へいらっしゃい。小学校

教員養成課程にある教育学選修（現・

総合教育選修）には、いい先生がそろっ

ているから」

　志望校は決まった。しかも地元の大

学である。ところが、問題はここからだ

った。生来の怠け者ゆえ、大学に入る

のに２年を要してしまったのだ。入学時

には、城丸先生は定年退官されていた

が、生活指導論の坂本昇一先生、教育

哲学の宇佐美寛先生、そして、後に指

導教官になる明石要一先生がいた。

　入学して驚いた。女性の比率が高く、

７割近くを占めている。同じ選修に、後に

放送の世界に進んだキャスター、木場弘

子さん（現・千葉大学特任教授）がいた。

「将来は運動クラブの指導をすること

もあるだろう」と、高校時代にも所属し

ていた陸上部に入部。副専攻は社会科

を考えたが、教壇に立ってから他大学

の通信教育でも取得できることが分か

り、実技科目の保健体育を取ることに

した。夏休みには子どもキャンプのボ

ランティアに参加したり、聴覚に障害を

持つ小学生の家庭教師もした。

　当時の中曽根康弘政権下では、臨時

教育審議会が設置され、教育改革につ

いて、さまざまな議論がなされていた。

そこで、気の合った仲間たちと新聞や

教育雑誌を持ち寄り、その行方につい

て自主的な勉強会を開いたりもした。

　３０年後の今、再び教育改革が進め

られている。中身を見ると、臨教審の答

申と似ていることに気づく。昨年、ある

教育シンポジウムでコーディネーター

を務めた際、文部科学省幹部に、教育

改革の方向性が３０年前と変わってい

ないことを指摘した上で、「日本の教育

はこの間、基本的に改革が進まず、『失

われた３０年』だったのではないか」と

問うたことがある。文科官僚は「当時は

右肩上がりの時代だったが、今は違う。

改革はまったなしなんです」と答えた。

学生時代に学んだことが、多少なりとも

今の仕事に生きたと感じた経験だった。

　陸上部では中長距離が専門で、メ

インの種目は３０００メートル障害。関

東・甲信越地区の国立大学が集まる

大会などに出た。箱根駅伝の予選会に

出場し、「フルマラソンにも挑戦してみ

よう」と山梨県・河口湖で開催されてい

る大会にエントリー。何はともあれ完

走したことも、今では懐かしい思い出

である。

　陸上部には、医学部や看護学部、園

芸学部、工学部、法経学部（現・法政経

学部）といった他学部からも多くの学生

が入部しており、親しくさせてもらった。

自宅が松戸だったので、園芸学部の部

員の引っ越しを手伝ったこともある。

今年4月8日に開催された千葉大学国際教養学部開設記念シンポジウムにて
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　今でも気心の知れた仲間たち数人

と、お決まりのように年に１度は会い、

交流を深めている。学部が異なること

から、それぞれ進んだ道もさまざまで、

今もいい刺激を受けている。

　卒論だが、明石先生に指導をお願

いした。明石研究室はいつも人であふ

れ、先輩たちとの交流も活発。卒 論の

テーマについて、幾 度となく相 談 に

乗っていただいた。

　明石研も女性陣が多く、ブラジルから

来た日系３世の留学生も女性だった。

研究室は、彼女たちが明石先生との連

絡役になり仕切った。卒論のテーマを

検討する合宿などでは、明石先生だけ

でなく、女性陣からも厳しい指摘を受け

ることもたびたび。意外にもここで鍛え

られたことが、社会人になってから生きた

ように思う。

　というのも、我々の世代は雇用機会

均等法が施行され、女性の活躍が本

格的に始まった第一世代である。私の

現在の上司は３年先輩で、毎日新聞

社初の女性執行役員を務めている。ま

た、６年前、当時在籍していたサンデ

ー毎日編集部に総合週刊誌初の女性

編集長が誕生し、私はその下で編集

次長の一人として働いた。女性の社会

進出が進む中、学生時代に強力な女

性陣に揉まれてきた経験は、大いに

役立っている。

　さて、教 職を目 指して教 育 学 部に

入った私が、なぜ畑違いの新聞社に

入ることになったのか。それは、教育

実習を経験したことが多少なりとも

関係している。

　実習では、希望して小学１年生を担

当した。教職に就いた時、担当する学年

ではないだろうと思ったからだ。ところ

が、子どもたちから、「先生、先生」と呼

ばれることに違和感を感じた。

「社会経験が乏しい自分が先生？」

　大学４年の３月３１日までは学生だ

が、４月１日になると同時に「先生」と

呼ばれる事になる。一般企業であれば、

「新人クン」「新人サン」などと呼ばれ、

最初の半年ほどは戦力扱いはされな

い。それが、教職の世界ではいきなり

担任を持つこともある。

「それでいいのか」という思いが湧き

上がっていた。「せめて、陸上部の他学

部の仲間のように、会社訪問をしてみ

て、社会の風に触れてみよう」と、住宅

建材メーカーの会社説明会に参加する

などした。そうこうするうち、中学時代の

恩師の言葉が蘇った。

「新聞記者になれ」

　当初は報道機関を受験することは

考えてもみなかったが、８月に試験が

あることを直前に知り、いわ ば〝記念

受験〟のつもりで毎日新聞社だけ受け

ることにした。「教育の毎日」と言われ、

教育記事が充実していたことが志望

理由だ。万が一、入社することになれ

ば、多少なりとも教育学部出身である

ことが役立つのではないか、と体よく

思ったりした。

　それが、どういうわけか、筆記試験と

論文試験をクリアし、役員面接まで進

んだ。確か、１０月中旬か下旬だったと

記憶する。毎日新聞社から内定が出、

教員採用試験も採用通知が届いた。予

想だにしない事態に、進路について大

いに悩むことになる。

　明石先生に相談すると、一言、こうお

っしゃられた。

「何を迷っているんですか。毎日新聞

に決まっているじゃないですか」

「石の上にも三年」と言う。これも何か

の縁だ。まずは新聞記者をやってみて、

その上で改めて教員採用試験を受けて

みるという考え方もある。学生からいき

なり教員になるよりも、多少なりとも社

会経験を積んでみよう、と毎日新聞社に

入社することにした。

陸上部の仲間たちとスキーへ（８６年頃？）。折からのスキーブームの時代で、８７年秋には
映画「私をスキーに連れてって」が公開された。

卒業式の後、明石先生を交え記念撮影（87年3月）

卒論発表会で（87年3月）
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　すったもんだして始まった記者稼業

も、来春で満３０年になる。とはいえ、そ

のキャリアは異例といえるかもしれな

い。入社７年目に出版の仕事に魅力を

感じ、地方支局から直接、社内の出版部

門に異動した。そこから２１年間、週刊

誌記者や別冊の編集などに携わること

になる。しかも、その半分以上の通算１

２年をサンデー毎日編集部で過ごした。

　サンデー毎日は以前から春の大学合

格者特集などで教育取材に力を入れて

いる週刊誌だ。図らずも、同誌で教育担

当の記者、デスクを１０年近く務め、そ

の経験から、出版部門から外れた今

も教育関係の仕事に携わっている。

　 今年４月には、千葉大学に新設さ

れた国際教養学部の開設記念イベン

トに、思いがけずお声がけを頂いた。

「母校のお役に少しでも立てば」と登

壇させていただくことにしたが、教育

学部で学んだことが今の仕事に生きて

いることは疑いようもない事実である。

　ここで少し、教育関連の取材をしてき

た立場から、母校について考えてみたい。

　千葉大学は国立大学有数の総合大

学であり、首都圏では東京大学に次ぐ

規模を持つ。図書館は国内はもとより

海外からも視察があるなど、これから

の時代の学びに対応した施設として

高い評価を得ている。

　２０１４年には全国で３７大学しか選

ばれていない文科省のスーパーグロー

バル創成支援事業に採択され、キャン

パスのグローバル化を積極的に進める

大学として知られている。海外派遣留

学生数は国立大学でトップレベル。い

わば、大学改革を進めるトップランナ

ー的な存在として注目を集めている。

　少子高齢化、グローバル化、高度情

報通信社会の進展で、今後の社会は加

速度的に激変することが予想される。

公財政支出の減少など、国の高等教育

の関わり方に問題はあるが、１０年、２

０年先を見据え、千葉大学ならではの

大学のあり方を考えてほしいと思う。

　教職員が協働し、継続的に改革を

進めていってほしいと願わずにはいら

れない。また、卒業生の皆さんには、是

非、変わりつつあるキャンパスを実際

に見て、応援してほしいと願う。

　最後に、私のこれまでを振り返り、

本稿を締めくくることにしたい。

　今から１５年ほど前のことである。

書家、詩人として知られる相田みつをの

本を編集する機会に恵まれた。みつを

の作品に、次のようなものがある。

その時の出逢いが

人生を根底から

変えることがある

よき出逢いを

　さまざまな出逢いに導かれ、今の自分

があることを感じる。元来が不器用な

質ゆえ、回り道の連続だったが、千葉大学

で学んだこと、当時の仲間たちや明石

先生をはじめとする先生方との出逢い

があって、今の自分がある。

　これからは「ＩｏＴ」という言葉に代表

されるように、あらゆる機器がインター

ネットでつながる時代を迎える。その中

で人間関係が希薄になっていくという指

摘がされている。だからこそ、「出逢い」

を大切にヒューマンネットを大切にして

いきたい、という思いを強くしている。

卒論発表会で（87年3月）

最初で最後のフルマラソン？河口湖マラソン（1985年11月）に出場。
あいにくの天気の中、タイムは、3時間10分だった…
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私たちは千葉大学を応援しています ※有料広告を募集しています。校友会事務局までお問合せください。
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私たちは千葉大学を応援しています

千葉大学のより一層のご発展のために
遺言を活用した遺贈によるご寄付

のお手伝いをさせていただきます。

当行では、遺言書の作成に関するご相談や、作成のお手伝い、
遺言書の保管・執行までをサポートいたします。

株式会社千葉銀行　資産承継サポートデスク　TEL:043-301-8178

【遺言信託(遺言執行引受予諾業務)手数料】(平成28年4月1日現在、消費税等含む)
●遺言作成時：引受予諾料216,000円 ●遺言書保管中：遺言書保管手数料月額432円
●遺言書変更時：変更手数料54,000円●遺言執行時：執行報酬(財産評価基本通達に基づく相続税
評価額による執行対象財産額(課税価格の特例等により減額される前の評価額))に当行所定の料率を
乗じた額の合計額(但し最低報酬額は108万円)●詳しくは下記までお問い合わせください。

ご宴会・ご宿泊・お食事に
ご利用ください
JR千葉駅より徒歩 7分
043-224-1131（代）
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校友の皆様へ

千葉大学SEEDS基金へのご支援、ご協力のお願い

同窓会・同期会・サークル等のイベントを母校で行いませんか。校友会事務局では学内の会場確保や施設案内等の支援をさせて
いただいております。事前の連絡をお待ちしています。ご検討ください。

ご支援いただける方には所得税控除、或いは法人税金額損金算入のメリットがございます。また、遺贈によるご寄附を承っております。
一般のご寄附と同様、税制上の優遇措置がございます。校友の皆様のご支援・ご協力をお待ちしています。

 
★ リライトカード限定 ★

 
国道地下道開通  近い！近くなった！打ち放題料金プラン変更！  

平日 60分 90分 土日祝 60分 90分

※全日１２０分もあります。

※学生証の提示をお願いします。

３階 1,100 1,400

学割 もあります！
大学生打ち放題 １,０００円～

３階

１階 1,300 1,600
２階 1,200 1,500

1,600 1,900
２階 1,500 1,800

１階

1,400 1,700

※平日のみ

1,50065～69歳

70歳以上 1,000

※価格はすべて税抜です（入場料込）  （円） 

     ★ リライトカード限定 ★  花見川20周年記念！打ち放題料金プラン変更！

平日 60分 90分 土日祝 60分 90分

1,200

1,800 2,100

２階

１階 1,500 1,800 １階

1,8001,500２階1,500

シニア１階
65～74歳 1,800

120分 シニア
120分75歳以上 1,500

※平日のみ

（円） ※価格はすべて税抜です（入場料込）

※全日１２０分もあります。

※学生証の提示をお願いします。

学割 もあります！
大学生打ち放題 １,2００円～
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千葉大学SNS

の運営方針
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  ２００７年に千葉大学校友会は独自の

ＳＮＳであるCurioを開設し、運営を続

けています。そして現在までに約６００

０名の卒業生、教職員、学生の皆さん

に会員登録をしていただくことができ

ました。現実には、登録されている皆さ

んがすべてアクティブに活動されている

わけではなく、普及している多くのＳＮＳ

（Twitter、Line等）に比べれば、ささや

かな活動でしかないかもしれません。

しかしながら、Cuiroには、運営主体が

千葉大学校友会であることで、長期的

に安定した運営を行うことができると

いう長所があります。また、登録するこ

とができるのは千葉大学の関係者のみ

であり、Curioの中では登録者が実名で

情報交流をすることがルールになって

いるため、セキュリティにも配慮した仕

組みになっています。千葉大学の卒業

生の皆さんが、卒業後も絆を繋いでい

くためのインフラとして、Curioは大きな

役割を果たしていきたいと考えていま

す。そして、そのような役割を果たしてい

くうえでCurio自体もシステムの改良を

続けています。

　学部同窓会での活用に向けて

  ここ数年、Curio事務局では、Curioを

学部同窓会ごとの会員限定サイトとし

て利用していただくことを目的としたシ

ステムの構築を行ってきました。そして、

現在、薬友会（薬学部同窓会）におい

て、新たなシステムの試験的な運用を

行っていただいています。

  薬友会では、若年の学年理事の総会

出席率の向上や、総会の認知度の向上

を目的として、オンラインで議事採決に

参加できるシステムの導入を図ること

が検討されました。しかし費用やセキュ

リティの面で、独自の理事専用ページ

の開設や既存のＳＮＳの利用をするこ

とは難しい状況と判断されました。そこ

で、本人確認を要するCurioを議決シス

テムとして利用したいというお申し出

があり、Curio事務局としてもそのため

に以下のようなシステム改修を行い、

試験的な運用を行っていただくことに

なりました。

❶ トップページの変更

　一般のCurio会員の方の場合、ログ

イン後には個人のページが表示されま

す。それに対して、薬友会の会員である

ことを登録していただいている場合に

は、トップページとして薬友会のページ

が表示されます。それにより、同窓会と

しての連絡事項がログイン後にダイレ

クトに表示されます。また、登録済みの

薬友会会員の方のリストもワン・クリッ

クで表示できるようにいたしました。

❷ 議決機能の追加

  Curioの薬友会のページには、理事の

みが閲覧できるページが設けられてお

り、そこで総会での議事内容を確認し、

ボタン・クリックで「承認」「非承認」の意

思表示をすることができます。各理事の

意思表示の結果は集計され、総会に出

席できない理事も議決に参加できる仕

組みになっています。

❸ 事務局による会員管理

　薬友会の会員であるか否かや、理

事であるか否かも含めて、具体的な会

員管理は薬友会からのご指示に基づ

いて従来通りCurio事務局が行ってい

ます。入退会の管理やパスワード再発

行の業務もCurio事務局が行いますの

で、同窓会事務局の負担を軽減するこ

とができます。

  薬友会に試験運用をしていただくこ

とによって、会員の皆さんへの情報伝

達について更なるシステムの改良が

必要であることも明らかになりました

が、その問題の解決策についての検討

も行っております。この同窓会別運用

のためのシステムは他の同窓会でも

利用可能です。もし関心をお持ちいた

だけた同窓会がありましたら、Curio

事務局までご連絡をいただきますよう

お願いいたします。

　Curioを知ろう

　Curioの具体的な内容は会員登録

をしなけれ ば見ることができないた

め、Curioがどのようなものであるのか

が、わかりにくいかもしれません。そこ

でCurio事務局では、3分間程度の紹介

動画を作成し、下記のページに掲載い

たしました。よろしければご覧いただき

ますようお願いいたします。

 http://www.chiba-u.ac.jp/sns/

　また、Curioの中に設けられております

「千葉大写真館」についても、facebook

で 一 部 の 写 真 を 公 開 して お り ま

す。facebookのユーザの方は「千葉大

Curio」で検索をしてみてください。

　 ぜ ひそれらの 内 容 もご覧 いた だ

き、Curioの活動にご参加いただきます

ようお願いいたします。

　ご意見をお待ちしています

  Curioは今後も改良を続け、千葉大学

卒業生の皆さんのお役に立つことがで

きるツールでありたいと考えています。

そのためにも、Curio事務局は皆さんか

らのご意見をお待ちしています。よろし

くお願いいたします。
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Designed by Ikjoon Chang ・  Haruka Shindo

表紙写真   チアリーディングサークル Lips

私たちチアリーディングサークルLipsは、2006年に
活動を開始し、今年度でちょうど10周年を迎えまし
た。まだまだ新しいサークルですが、今年は新入生が
14人も加わり、現在過去最高人数の38人で活動し
ています。
チアリーディングはダンスや組体操のようなスタンツ、
ポン文字などといった様々なパフォーマンスを組み合
わせて一つの演技を作るスポーツです。一人一人の努
力ももちろん大切ですが、やはりチームが一つになって
息を合わせて演技をすることがとても大切になります。

人数が年々増えているため、ピッタリ息のあったダン
スやスタンツをすることが難しくなっていますが、観
客の方々に勇気・元気・笑顔を届けられるような演技
を目指し、日々練習に励んでいます。
また、私たちは大学祭や新入生歓迎会での公演や部
活動の応援、地域のイベントでの公演を主な活動とし
ています。特に大学祭は、Lipsの最高の演技を届けら
れるステージでもあるので、ぜひ一度私たちのステー
ジに足を運んで頂けると嬉しいです。


